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市
部
か
ら
の
移
住
者
誘
導
に
も
ণ
ത
を
お

き
、
定
住
・移
住
促
進
制
度
５
年
間
で
新
築

住
宅
　
戸
、
定
住
人
口
１
４
０
人
を
目
標

６０

に
掲
げ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
末
に
お
け
る
実
績
見
込
み
で
は
、

新
築
住
宅
　
戸
、
定
住
人
口
２
６
２
人
で

８３

当
初
の
目
標
を
大
き
く
超
え
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
実
績
を
分
析
し
て
み

ま
す
と
、
町
外
か
ら
の
移
住
は
　
世
帯
で

４９

　
％
、
町
内
移
動
に
よ
る
定
住
が
　
世
帯

５９

３４

　
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

４１　
こ
の
移
住
　
世
帯
を
地
域
別
で
分
類
す

４９

る
と
、
日
高
管
内
か
ら
の
移
住
が
　
世
帯

３７

で
　
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

７６
　
さ
ら
に
、
全
　
世
帯
を
年
齢
別
に
分
類

８３

す
る
と
、　

代
が
　
世
帯
で
　
％
、　

代

３０

４３

５２

４０

が
　
世
帯
で
　
％
と
な
っ
て
お
り
、　

代

２１

２５

３０

か
ら
　
代
の
現
役
の
子
育
て
世
代
が
　
世

４０

６４

帯
、　

％
を
占
め
る
と
い
う
結
果
に
な
り

７７

ま
し
た
。

　
当
初
は
、
首
都
圏
の
団
塊
の
世
代
を
は

じ
め
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
者
を
想
定
し

ま
し
た
が
、
日
高
管
内
の
近
隣
町
か
ら
、

現
役
世
代
を
中
心
に
移
住
し
て
い
た
だ
い

た
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
に
お
け
る
経
済
的
側
面
か

ら
見
ま
す
と
、
新
築
　
戸
中
、
町
内
業
者

８３

の
受
注
は
　
戸
、　

％
の
実
績
で
あ
り
、

３０

３６

こ
の
５
年
間
で
お
よ
そ
６
億
円
程
度
の
経

済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
　
こ
れ
ら
、
町
有
地
を
活
用
し
た
宅
地
開

発
事
業
や
定
住

・
移
住
促
進
制
度
な
ど
に

加
え
、
旧
教
員
住
宅
を
再
利
用
し
た
移
住

促
進
住
宅
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
建
設
や
各
種
ソ

フ
ト
事
業
な
ど
の
展
開
に
よ
り
、
平
成
　２２

年
の
国
勢
調
査
結
果
で
は
、
前
回
調
査
の

平
成
　
年
か
ら
の
人
口
増
減
率
が
マ
イ
ナ

１７

ス
４
・
３
％
で
、
道
内
で
は
市
を
除
く
１
４

４
町
村
中
、　

番
目
に
位
置
し
、
全
道
平

２６

均
の
マ
イ
ナ
ス
６
・
０
％
や
管
内
平
均
の

マ
イ
ナ
ス
７
・
５
％
と
比
較
し
て
も
減
少

率
が
非
常
に
低
く
、
中
期
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
定
住

・
移
住
促
進
事
業
の
成
果
が

形
と
な
っ
て
表
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
全
　
区
画
が
完
売
と
な
っ
た
レ
・
コ
ー

７０

ド
の
森
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
現
在
ま
で

に
　
戸
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
１
６
６
人
が

５３
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
し
、
今
後
も
残
り
　１７

区
画
に
順
次
、
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
定
住

人
口
も
更
に
増
加
し
て
ゆ
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
５
年
間
の
定
住

・
移
住
促

進
制
度
の
実
績
の
評
価
か
ら
、　

代
か
ら

３０

　
代
の
現
役
、
子
育
て
世
代
に
つ
い
て
は
、

４０土
地
の
条
件
が
良
く
、
取
得
し
や
す
い
価

格
帯
で
宅
地
分
譲
で
き
れ
ば
、
今
後
も
需

要
は
見
込
め
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
し
、

住
宅
建
設
に
対
す
る
支
援
制
度
を
充
実
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
業
者

へ
の
発
注
誘

導
と
同
時
に
、
経
済
波
及
効
果
を
高
め
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
以
降
に
お
き
ま
し
て
も
、

２４

良
質
で
現
役
の
子
育
て
世
代
に
も
取
得
し

や
す
い
宅
地
の
分
譲
と
、
第
２
期
の
定
住
・

移
住
促
進
制
度
等
に
つ
い
て
提
案
を
し
、

引
き
続
き
人
口
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
冠
町
有
償
旅
客
自
動
車
運

　

送
事
業
の
実
績

　
道
南
バ
ス
の
旧
厚
賀
太
陽
線
に
替
え
て
、

平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
本
格
運
行
を
開

２３

始
し
た
西
新
冠
地
区
に
お
け
る
予
約
運
行

方
式
に
つ
い
て
、
本
年
１
月
末
ま
で
の
実

績
に
つ
い
て
報
告
を
致
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
利
用
登
録
者
で
す
が
、
新
冠

・

日
高
の
両
町
合
わ
せ
て
　
人
と
な
っ
て
お

９６

り
、
こ
の
内
、
新
冠
町
民
は
　
人
で
登
録

６８

者
全
体
の
　
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

７１

　
ま
た
、
登
録
者
の
内
　
歳
以
上
の
高
齢

６５

者
は
　
人
で
、
登
録
者
全
体
の
　
％
を
占

７５

７８

め
て
い
ま
す
。

　
次
に
運
行
状
況
で
す
が
、
日
曜
日
及
び

祝
日
、
年
末
年
始
は
運
休
と
し
て
お
り
、

１
月
末
ま
で
の
運
行
対
象
日
数
２
４
７
日

に
対
し
て
、
運
行
し
た
日
は
２
４
2
日
、

稼
働
率
は
　
％
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
毎

９８

日
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　
利
用
者
数
は
、
延
べ
１
４
９
１
人
で
、

１
日
当
た
り
の
利
用
者
は
６
・
２
人
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
内
、
新
冠
町
民
の
利

用
は
１
２
０
１
人
で
全
体
の
　
％
を
占
め

８１

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
１
年
間
の
運
行
経
費
は
、
４
０

０
万
円
程
度
の
決
算
額
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
こ
の
経
費
は
日
高
町
と
折
半
い
た
し

ま
す
の
で
、
実
質
的
な
負
担
は
２
０
０
万

円
程
度
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
、
直
近
の
道
南
バ
ス
厚
賀
太

陽
線
維
持
費
補
助
に
係
る
平
成
　
年
度
決

２１

算
の
実
績
と
比
較
す
る
と
、
年
間
７
０
３

人
の
利
用
者
数
に
対
し
て
、　

か
月
間
で

１０

1
４
９
１
人
と
２
倍
以
上
利
用
者
が
増
加

し
、
経
費
は
３
０
５
万
円
の
補
助
金
に
対

し
て
、
２
０
０
万
円
の
経
費
見
込
み
で
、

約
　
％
の
削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

３４
　
平
成
　
年
度
に
策
定
し
た
新
冠
町
地
域

２１

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
掲
げ
た

目
標
１

　
高
齢
者
等
に
配
慮
し
た
利
用
し
や
す
い

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
自
宅
の

送
迎
を
可
能
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
停
留

所
ま
で
の
移
動
や
悪
天
候
時
の
待
ち
時
間
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な
ど
、
身
体
的
疲
労
の
解
消
を
図
る
こ
と

が
で
き
、

目
標
２

　
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
と
身
近
な

地
域
交
通
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
車
両
の

小
型
化
と
運
行
エ
リ
ア
を
地
区
全
域
と
し

た
こ
と
で
、
き
め
細
や
か
な
運
行
が
可
能

と
な
り
、
公
共
交
通
空
白
地
域
が
解
消
さ

れ
利
用
者
も
増
加
し
、

目
標
３

　
効
率
的
か
つ
効
果
的
で
円
滑
な
地
域
交

通
体
系
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
予
約
に
よ

る
運
行
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が

居
る
と
き
だ
け
、
最
短
の
ル
ー
ト
で
運
行

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
利
用
者
の
乗

車
・移
動
時
間
短
縮
、
運
行
時
間
の
短
縮
に

よ
る
運
転
業
務
委
託
費
の
抑
制
、
燃
料
費

の
圧
縮
な
ど
経
済
性
も
高
く
な
る
な
ど
、

西
新
冠
地
区
に
お
い
て
は
、
こ
の
予
約
運

行
方
式
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
充
分

に
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
５
次
新
冠
町
農
業
振
興
計

　

画
の
策
定

　
本
町
の
農
業
は
、
安
全
で
良
質
な
食
料

の
安
定
的
な
生
産
や
供
給
と
国
内
外
の
競

馬
場
で
活
躍
す
る
優
れ
た
軽
種
馬
生
産
を

中
心
と
し
、
起
伏
や
狭
隘
な
土
地
条
件
に

も
拘
わ
ら
ず
農
業
者
及
び
関
係
者
の
弛
ま

ぬ
努
力
の
結
果
、
基
幹
産
業
と
し
て
地
域

経
済
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
所
得
の
恒
常
的

減
少
、
農
業
者
の
高
齢
化
及
び
担
い
手
不

足
の
深
刻
化
、
農
村
地
域
の
人
口
減
に
よ

る
活
力
低
下
等
、
社
会
情
勢
と
農
業
構
造

の
変
化
が
相
ま
っ
て
、
本
町
農
業
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
の
安
全
・安
心
に
対
す
る
消
費

者
の
関
心
の
高
ま
り
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
国
際
交
渉
の
進
展
状

況
に
よ
っ
て
は
、
本
町
農
業
も
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
を
左
右
す
る
大
き
な
問
題
と

し
て
危
機
感
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
不
安
定
で
一
層
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
て
き

た
人
材
や
生
産
基
盤
を
次
の
時
代
を
担
う

若
者
に
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
経
営
の
近

代
化
、
効
率
化
な
ど
を
目
指
し
て
、
平
成

　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま
で
の
５
年
間

２４

２８

の
指
針
と
な
る

「
第
５
次
新
冠
町
農
業
振

興
計
画
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
　
農
業
振
興
計
画
は
、
現
状
を
分
析
・評
価

し
て
目
標
と
の
格
差
を
正
し
く
認
識
し
、

そ
れ
を
基
に
、
「
目
標
に
到
達
す
る
た
め
の

施
策
や
事
業
改
革
の
戦
略
」
と

「
格
差
を

解
消
す
る
た
め
の
方
策
、
手
法
を
提
示
」
し
、

そ
の
う
え
で
、
到
達
目
標
と
達
成
ま
で
の

時
間
を
明
確
に
し
、
農
業
者
、
町
、
農
業
団

体
が
ど
の
よ
う
に
所
有
資
源
を
活
用
し
進

む
べ
き
か
、
と
い
う
方
向
性
を
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
策
定
し
た
農
業
振
興
計
画
で
す
が
、

町
、
農
業
団
体
、
関
係
機
関
、
農
業
者
が
、

本
年
度
で
終
了
す
る
第
４
次
の
計
画
の
振

り
返
り
と
本
町
農
業
の
現
状
を
分
析
、
評

価
し
た
う
え
で
、
「
生
産
性
の
高
い
基
盤
整

備
の
推
進
」、
「
効
率
的
で
ゆ
と
り
あ
る
生

産
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」、
「
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
安
全

・
安
心
な
農
業
の
推
進
」、

「
優
れ
た
担
い
手
の
育
成
と
確
保
の
推

進
」
と
い
っ
た
４
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、

本
町
農
業
の
目
指
す
方
向
を
示
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
、
営
農
全
般
、
稲
作
、
野
菜
、

軽
種
馬
、
酪
農
、
肉
用
牛
な
ど
の
分
野
毎

の
対
策
と
目
標
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
主
な
分
野
の
目
標
と
し
て
は
、
稲
作
と

野
菜
で
は
、
高
品
質
・良
食
味
米
の
安
定
生

産
、
複
合
経
営
と
作
業
の
効
率
化
、
併
せ

て
過
重
労
働
の
回
避
と
輪
作
体
系
の
確
立

に
よ
る
経
営
の
安
定
化
に
よ
り
、
目
標
年

で
は
米
の
作
付
面
積
２
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
販
売
金
額
１
億
４
４
０
０
万
円
、
野
菜

で
は
５
億
６
３
０
０
万
円
。
軽
種
馬
生
産

で
は
、
土
づ
く
り
と
優
良
繁
殖
牝
馬
の
積

極
的
導
入
に
よ
り
販
売
目
標
頭
数
を
５
０

０
頭
、
販
売
金
額
を
　
億
円
。
酪
農
で
は
、

１１

飼
料
管
理
の
改
善
に
努
め
諸
制
度
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
牛
頭
数

１
８
０
０
頭
で
販
売
乳
量
を
１
万
４
４
０

０
ト
ン
と
し
、
販
売
目
標
を
　
億
８
０
０

１０

０
万
円
。

　
さ
ら
に
、
肉
用
牛
で
は
、
黒
毛
和
種
牛

の
繁
殖
能
力

・
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
に

よ
り
、
素
牛
で
は
繁
殖
頭
数
１
５
０
０
頭

で
販
売
頭
数
１
２
０
０
頭
、
販
売
金
額
４

億
５
６
０
０
万
円
と
し
、
肥
育
牛
で
は
販

売
頭
数
１
８
０
頭
、
販
売
金
額
１
億
４
４

０
０
万
円
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
必
要
な
施
策
、

支
援
等
に
関
し
ま
し
て
は
、
平
成
　
年
度

２４

に
農
業
者
、
生
産
団
体
、
関
係
機
関
と
検

討
を
重
ね
な
が
ら
事
業
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。
　
ま
た
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
町

の
農
業
者
の
方
や
農
業
関
係
機
関

・
団
体

な
ど
が
、
地
域
の
実
情
や
所
有
す
る
様
々

な
資
源
に
即
し
た
主
体
的
な
取
組
を
行
う

際
に
、
基
本
的
な
指
針
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
本
町
農
業
の
振
興
発
展
に
は
農
業
関
係


